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5年 11月21日"'12月20日 (3 0日間）

ラジル連邦共和国

国立農牧研究公社 (EMBRAPA)

EMBRAPA温帯地農牧研究センター

EMBRAPAセラード農牧研究センター

EMBRAPAパンタナール農牧研究センター

EMBRAPA熱帯半乾燥地農牧研究センター

EMBRAPA東部アマゾン農林研究センター

EMBRAPA肉牛研究センター

EMBRAPA遺伝資源・バイオテクノロジー研究センター

EMBRAPA野菜研究センター

間日

1 1月 21日（日） 成田発

2 2日（月） ポルトアレ レ

2 3日（火） ~26日（金） ペロータス

温帯地農牧研究センターおよび南部温暖地域農業地帯

2 7日（土） ポルトアレグレ

2 8日（日） -3  0日（火） カンポ・グランデ

肉牛研究センターおよび中西部セラード地域農業地帯

1 2月 1日（水）～ 2日（金） コ｝レンノゞ

パンタナール農牧研究センターおよびパンタナール地域農業地帯

3日（土） カンポグランデ

4日（日） "' 9日（木） ブラジリア

国立農牧研究公社本郊

セラード農牧研究センター

道伝資源・バイオテクノロジー研究センター

野菜研究センター

JI CAブラジル事務所

および中西部セラード地域農業地帯

1 0日（金） ,..._, 1 3日（月） ペトロリーナ

熱帯半乾燥地農牧研究センターおよび東北部熱帯半乾燥地域農業地幣

1 4日（火） レシフェ

1 5日（木） ,...., 1 7日（金） ベレン

東部アマゾン農林研究センターおよび北部熱帯湿潤地域農業地楷

2 0日（月） 成田着
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いと言われている
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ー

口の増力廿

となってしヽ る。

の生産量、

しく、これもま

(89~91年）

人口 当たり消費量

輸入 輸出

百刀 千トソ 千トン kg 

先進国 1,251 103,739 10,243 11,292 8 2. 1 

途上国 4,046 72,052 3,157 2,320 18. 0 

アフリカ 525 5,870 283 61 11. 6 

ラテンアメリカ 448 19,086 873 1,177 41. 9 

アジア（西域） 281 4,846 862 44 20. 5 

アジア（東域） 2,786 42,166 914 1 , 035 15. 1 

日 本 124 3,529 1,317 8 39. 2 

FAO生産統計 Vol 45, 1991 

FAQ貿易統計 Vol'15, 1991 

1)人 日

ラジルでは、人口は 19 9 0年に l 5千万人 えた (FAO生産統計 1 9 9 1)。
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ラ ン リカ ,J) ロ0)1 :3 旦→コ→ るC し） t g 0 •"') . 

＂つ も る 、デヽ も, 2 1 1t' 2 

を と る,,,

で 9 9 0 （） 

アフリ

い (19 

' V ¥ も L し な き

て 、ヽ.. しレ り し¥C 

2) 

フ- 、日 の 22, とし＼う 土をもっている` ＇ 0) ま 川 (l 

9 9 0 次のと りで る (FAO  l 9 9 1)。

85 , 197 

5,651 

耕地 60,000 7. l 

草地 184,200 21. 8 

林地 493,0 5 8, :3 

の他 108,421 12.8 

より l9 8 0年から 19 9 0年までの変化をみると、耕地と恥地はそれぞれ 10 

, 8 9 6千haおよび 12,78G千ha増加し、反対に、林地は 25,305干ha減少している。ち

なみに日本の面積は 38,000千ha弱であり、耕地は 1,600千haである。これと比較すれ

ば、最近のブラジルの開発の大きさが類推できるだろう。

3)家畜頭数

ラジルにおける 19 9 0年現在の家牽顕数は第 2表に示したとおりである。もっとも多く

かつ重要な家畜はウシであり、その頭数は人口とほぼ等しく、 80年代の増加率もまた人口を

少し上回っている。このほとんどはいわゆる肉牛である。ウシの飼育頭数に対する屠殺頭数の

割合をみると、 l 9 8 0年が 8.5%、 19 9 0年が 9.0%となっている。統叶にのぼらない

屠殺がかなりあるとみられるが、これを考慮しても十数％ほどにすぎないと考えられ、先進諸

国 (30,.,_.,40%)や、隣国のウルグアイ (14,..., 1 8 %)、アルゼンチン (24"-2 6%) 

と比較しても小さいこの数値は、牛肉の生産性がきわめて低いことを物語っている。今後も生

産性の向上があまり見込めないとすれば、人口増加や所得向上等にともなう食肉需要の増人に

対しては、飼育頭数の増加による生産の拡大が将来にわたって続くと考えられ、これが新たな

畜産開発の圧力となっていくことが十分予測される。また、水牛は頭数の伸びが著しいが、実

数はまだ非常に少ない。

ウシにはるか及ばないものの、これに次いで多いのはブタであり、さらにヒッジ、ヤギ、ウ

マと続く。これらのなかではヤギの増加率の高いことが注日される。

- 1 --
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4) 畜産物生産

プラジルにおける畜

のうちでもっとも多いの

豚肉は l7. 6%と

6, 3 7 3千トンに逹した（第 3が f 、}

を占めており、次いで鶏固が 37. 5%、そして

、 ，肉がもっとも好まれているが、最近では、とく

しい。羽数の伸び率に比べ鶏肉の増加率が著しいのは、養鶏業の規模

と技術の発達によるものであろう。鶏肉の価格（小売）か牛肉に比べてかなり安いこと

も生産拡大の一因である。もちろん、牛肉の生産もきわめて順調に拡大してきている。これ

対して、豚肉の生産の伸びは低い。羊肉や山羊肉については、生産鼠は少ないが堺加率は高い。

肉全体の生産量では、 80年代、 3.5 5%という高い年率で増加した。この結呆、牛産贔に、

肉および肉製品の貿易鼠を考慮した国民一人当たりの畜肉泊費量は 1990'年で 40. 6 kgと

り、 80年代、 l. 3 %の年増加率であった。

肉類および肉製品の貿易量は生廂量に比べると非常に少ない。また、輸出余力があるように

みうけられるが、わずかである。肉類の輸出の内訳をみると、鶏肉が断然多く、全体の 77 % 

を占め、次いで牛肉の 15%となっている。牛肉はむしろ輸人の方が多い（輸人の 80

っている。

1 9 9 0 

c乃

肉）。

ついては、

しいペースで伸びてきている（第 4表）。

9 1千頭、総頭数の 1割強にすぎない。ま

トン/1 9 9 0年）。

のほ

(1 2 9 

鶏卵

しヽ （第 4

つしゞ て

で 14,939千トンであり、牛肉とほ

しかし、搾乳牛の頭数はまだ非常に少なく、 1 8, 9 

、山羊乳が非常にわずかであるが利用されている

は 19 9 0 

は 19 9 0年で 1, 2 9 6千トンであり、

。ニワトリ以外の卵はわずか 26千トン (19 9 0 

の伸びは鶏肉同様か

にすぎない。

り/

-:i ---
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5)地域別状況

(1)経済

ラジルは広大な国上をもち、気候や土地条｛牛ばかりか、社会経済的諸条件も地域によって

きく異な，っている。ところで、ブラジルは行政」： 5つの地理区分に分けられている。

面積と人口は第 5表にぶしたとおりである。人日 (19 9 0年）は、南東部がも
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ラジルの国内総生産の地域別構成比 (19 8 5年）をみると（第 6表）、サンパウロやリ

ャネイロといった大都市園を含む南東郎のウエートが圧桐的に高い。過去、この地域の

は潮次低下の傾向にあるとはいえ、なお 21a近くを占めている。次いで南部、東北郎とい

つに海岸部の 2地域が続く。一方、内陸部 2地域のウエートは非常に低い。

内総生産額のうちで農牧業部門は 10. 5 %を占めた (19 8 5年）。これも蚊近では 10 

を割っている。農牧業部門においても、やはり南東部のウエートは 1/3弧と高く、南郎、東

北部がこれに続いている。一方、広大な面積の内睦部 2地域の比率はまだまだ低い。

6表 地域別国内総生産の構成比率 (85年）

国内総生産 農牧業部門

全 国 100.0 100霞゚

北 部 4. 1 6.5 

中西部 6.0 7. 5 

東北部 13. 6 20. 6 

南東部 59.2 38 • .3 

南部 17. 1 27. 1 

IBGE ラジル統計 1 9 9 2 

-7-
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ヽている。一グ、

もっとも大きく、 33堡 l

1 2望 0%) 、北
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面精

北部

中西部

東北部

南東部

南 部

み よ (8 il) 

地

潅漑 自然 改

a a 千ha t~n a 

62,810 l, 960 105,094 74,094 179,188 

4,490 43 11 , 7 55 9,122 20,87り

8,072 63 28,992 30,252 59,244 

19,691 367 23,282 11,866 35, 1 

14, .512 600 25,774 16,713 42,487 

16,045 887 15,290 6, l 42 21.432 

IBGEブラジル統計 1 9 9 2 

(3)気候

北部：

北部は、アマゾン川流域をカパーしており、複雑な水系（河川）と広大な熱閤雨林が発逹し

ている。いわゆる湿潤熱帯に当たるが、アマゾン盆地から中央闊地へと南下するにつれ、乾期

が明瞭になってくる。これとともに樹高はだんだん低くなり、半ば落葉するようになる。増水

期に浸水する低地（ヴァルゼア）は肥沃であるが、ほとんどの土地は台地（テラフィルメ）

あり、上壌は薄く、痩せていると』われる。
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第 8 各地の気候条件 (lBGE ラ 1 9 9 2) 
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IBGEブラジル統計 1 9 9 2 

ラジルでは牛乳の生産も急辿に伸びている。プラジル統計によれば、 1 9 9 0 

は 14,484百ガリットルである。 もっとも多いのか南東郊で、 48%を占める。次いで南部 2

3%、東北部 14%、中西綿 12%、北罪 4%となっている。しかし、乳牛の頭数は肉！卜に比

べればはるかに少ない。ホルスタイン (Holstein)、ジャージー (Jersey) の

万頭、ゼプー牛との雑種は 1,9 0 0刀頭とされる。

水牛は北部が圧倒的に多い。また増加率も凶い。イタリア水牛のMediterraneanが多いとさ

種は 70 

ている。

ヒッジは南郊 (56°/41) と C3 9 %)が多い。 (9 0 %) 
。
‘ヽし
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コム 1,995 2,921 南 89 

マンジョカ l, 24弓 53! 東北 58 ‘ 
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ワタ 1,830 2,076 3 7 ヽ 3 4 %, 2 0 

オレン 981 94,512 87% 

ココア 667 320 

シュー ッツ 617 176 

バナナ 490 553 

サイザル（裁維） 300 234 

タバコ 286 413 

エンバク 263 228 

ヒマ（実） 233 129 

ココナッ 228 849 

ソルガム（穀粒） 172 254 

ジャガイモ 161 2,265 

オオムギ 97 111 

ラッカセイ 88 139 

タマネギ 76 879 

トマト 61 2,339 

ブドウ 57 618 

ブラックペパー 37 84 

パイナップル 34 779 

リンゴ 26 2,633 

ガーリック 19 85 

ハイビスカス（象載維） 13 12 

IBGEブラジル統計 1 9 9 2 
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6) そのほかの指標

ラジルにおける一人当たりのGJ¥i Pは 2,920じSドルである (19 9 1年）。

ブラジルにおける作物の栽培面積と総生産贔、並びに主要作物の地域別栽培面栢の割合は第

1 l 表に示し ,~o

また、プラジル ける な鮪 農産 は第 l2衣に示したとおりである。

2. EMBRAPA研究センター

ラジルでは、全国体制を糾織して、農牧業の研究を推進している。この研究体制は、 EM

B HAP A (EMPRESA BRAS l LEI RA DE『ESQUISAAGROPECUARIA/ブラジル農牧研究公社）とその

の農牧研究センター、州立農牧研究センター、公立／私立人学農学部、公共／民間企業農

牧研究部門から構成されている。この研究体制に糾織されている研究機閃は 400以上を数え、

EMBRAPAがその全体を統括する中心的立場にある。

EMBRAPAは 19 7 3年に設立され、糾織の再編を繰り返してきた。本部は酋都ブラジ

リアにある。傘下に 41の研究センターをかかえる非常に大きな糾織であり（職員総数 1万人

以」こ、研究者総数 2千人以上、うち 3/4がM.S.、Ph.D./1990年）、農業、牧畜、森
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こび｝

EMBR ンターで'""'、

により

ってということではなく、な t,,'ふ

としているところ

卜

'l) 

よ

ロンェクト

る。個別

-rし、 9ク
ヽ ‘ ゚ャ

＾ 
<V 0 

リー

さら

-芯( 

ン

り

してし＼ 。こ

.,_'応 l、、-? し、

、いくつかの関連専門部

を図りたいと言う。ちょうど

なっている。プロジェクトの課題と内容については、

うことであった。また、研究サポート

レj ...、

ロシェクト課題ごと

参画して研究を

門）とよこ糸(

し
J

ンターとも詰

~Lab 幼管狸、 圃

いる。

センターとも研究予算が非常に窮屈だと聞いた。この国の経済状態からみても

るのは期待できないと言う。そのような状況は、今回の訪間に対する各研究セン

ターの期待の大きさからも窺い知ることができた。それに月 35%という高率のインフレで

る。単純に年率換算すると 2700%というべらぼうな数字になる。年度当初の予算はそれな

りに是正が行われるにしてもかなり目減りするのであろう。

以下、訪間し EMBRAPA農牧研究センターの研究活動について概要を述べる。

EMBRAPA各研究センターの住所等は Jl CAサンパウロ事務所の「ブラジル国における

農牧研究機関の現状と方向」 (1 9 9 2年）にまとめられているので、そちらを参考にしてほ

ししヽ。

1)温帯地農牧研究センター (Centrode Pesquisa Agropecuaria de Clima Tcmperado/C 

PACT) 

当研究センターは、ブラジル南部リオグランデ・ド・スール州のペロータス（人口約 30万

人）郊外にある。所長はDr. Voni Andrade氏。以前は 2つの独立した研究センターに分かれて

いた。 一つはFruitsand Horticultureセンター、もう一つはCropsand Cattleセンター。 t 9 

9 3年 6月にこの 2つが統合して、現在の温帯地農牧研究センターとなった。このような

16---
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フ
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びll,aいをま

っしいる。

200頑を

ペロータ

2ヶ所に分散しており、もとのセンターはそれぞれBase IおよびBa汀

して約 25 km、お互いに離れている。全郊で 400人ほどのスタッ

8 0名あまりである (2つのBaseとも 40名ほど）。実験圃場は 3ヶ

, 0 0 0 haほどである。 Base lでは紐織培碇、免疫、植物病理など

Hでは、作物は、水稲、大豆、 トウモロコシ、ソルガムなどが対象と

6 0 0頚、水牛 20 0頭がおり、乳牛は今年から導入する予，～、、

う計画だそうである

deral University of Pelotas)があり、研究センターで

また、同市は滋賀県と姉妹都市の開係にあり、藩

ちょうど、土地なし農民が研究センターの土地の一郎を不法

し、所長は頭を抱えていた。研究センターは司法当局に訴える手続

う。こうした上地なし農民はふつう共同体を作っているそうである。アマゾンヘ

いるが、喜んで移るものはいないと言うことであった。政治的間題になっ

ている

リオグランテ・ド命スール州は、今世紀の初めには 75%が森林であったそうであるが、い

まは 3%にすぎないと言う。南部は、南東部とともにブラジル経済の中心的地域であり、

発の進んできた経緯がうかがわれる。この地域にはヨーロッパから多くの移民が入植し、'-0 

の穀倉地帯とも称され、最近、他の地域の開発が進んだにもかかわらず、なお、同州

ラジルの穀物生産の 25%を誇っていると言う。農業経営は、小規模家族経営 (small fa 

mily-run farming) とともに、大規模企業経営 (largerural enterprise) がみられる。農業

多様である。畜産が盛んで、同州の人口は約 1,300万人だそうであるが、ウシ

の頭数も人口と同じだけおり、さらに増加の傾向にある。一方、ヒッジは現在約 70 0万頭い

るが、こちらは減少の傾向をたどっているそうである。

また、大陸南部の国々との関係も密接である。ブラジルとアルゼンチン、ウルグアイ、パラ

グアイは南米大陸南部共同市場（メルコスール Mercosur/Mercosul) の形成に合謡し、 19 

9 5年から国境を超えてのヒト、モノ、資本の移動を自由化しようとしている。そうなると、

リオグランデ・ド・スール州はこの新しい経済圏の中心に位置することになり、州都ポルトア

レグレを中心として半径 1, 5 0 0 kmの範囲のなかに南米の主要都市（ブエノスアイレス、モン

テビデオ、アスンシオン、サンパウロ、リオデジャネイロ）がすべてはいることになり、今後、

の発展が期待されている。

リオグランデ・ド・スール州の南部は低地が広がっており、その面積は 60 0万haにもなる

と言う。排水の間題があるが、低地では肉牛と、水稲（約 10 0万ha) がみられる。土壌は粘

(clay)含輩によりいくつかのタイプに分けられるが、一般に稲の栽培には適しているとさ

れる。このほか乳牛や、大豆、トウモロコシ（合わせて約 10万ha) もみられる。この地域の

肉牛は（残りの 500万ha弱が草地）繁殖、育成が多く、肥育は同州北西（内陸）部で多い。

この内陸部はなだらかな丘陵地帯で（標高 60 0"'9 0 0 m) 、農業は多様である。以前は大

豆と小麦の輪作が多くみられたが、土壊のエロージョンが激しく、いまは大豆（夏作）と牧草

（冬作）の輪作に変わってきている。また、東北（海罪）部は州都ポルトアレグレを中心とし

た工業地帯で、とくに米、大豆、牛肉、果物などのアグリビジネスが急速に拡大してきている。
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の開発）を担当しているそうである。研究では自然草種、夏向き草種、冬向き章種を対象とし

ている。バジェのセンターでは肉牛、ヒッジ、乳牛を研究しているが、な

と言う。

牧草の研究については、 ClAT  (コロンビア）とも連絡を保っているが、 CIATの

は熱帯牧草が対象になっている。ー一方、プラジルとアルゼンチン、チリ冷ウルグアイ、パラ

アイ、ボリビアのあいだで (CONE-SUL) 、牧草評価のネットワーク (Ketworkon Pas 

も前二者が

で、 II CA、

BID (International Bank of Development) などの支扱を受けている。

CONE-SULでは、牧雌ばかりでなく、大豆、 トウモロコシ、小麦、その他についても

同様なネットワークを組織しており、さらには、病虫害の生物防除や、肉牛および乳牛につい
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るものがある。
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飼料資源の開発、利用に関する研究に取り糾むということであった（乳牛プログラム Dair 
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基本的な研究方向は、肉牛の生産システムの集約化を押し進めることだそうである。この生

システムはあくまでも雌地 (pasture) を基盤にするもので、アメリカ中西郊のフィードロッ

ト (feedI ot) ではないということであるが、研究センターではフィードロット施設を建設中

、こうした新しい飼育方式も検討してみるとのこと。アマゾン地域における大規模な士地間

発は自然植生の破壊といった環境間題などを引き起こして、批判が多く、また、農民自身も北

へは移住したがらないそうで、これまで拡大一方の閲発方針を見直さなくてはいけないという

ては、プロジェクト課題／サ

して実施するシステマティック

わち 8つのプロ
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、牧草の改良、
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ことであった。

こうした生痒システムの確立のため

いる。長い乾期、痩せた七壌に耐，い

目標である。

主要な牧草の一つであるPanicummaximumの育種の取り紐入は次のとおり。 1 9 8 2年から 5

のあいだフランスORSTOMと共同研究を実施した。その後は研究センター独自で取り糾

んでいる。当初、京アフリカで収集した 400以上のPanicummaximumアポミクシス種を当セン

ターに導人、栽培。それぞれの評価をおこなって、 25種を選抜。これをさらにブラジル各地

がもっとも重要な課題となって

千ヽ_!,-ミとも良好なことが育種の

で、放牧条件のもとで栽培 2つのcultivar した (19 9 0年と 19 9 3年）。 Pani
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このほか、ハキリアリ leafcutting antsの牧草への加古もかなり報告されているが、プラ

アリアではこのアリの被害はみられないと言う。したがって、フラキアリアが主流をしめるこ

の地域ではあまり間題になっていない。

ところで、 「プラキアリア」という言葉の意味は「ミラクル（奇跡）」だそうである。その

とおり、セラードでは、過去 20年にあいだに、ブラキアリア、とくにBrachiariadee 

umbensが導人され、肉牛生産は著しく向上したそうである。

も加害するそつである。このため、牧草の

である。交雑試験からspittlebugに

いなどの閲題がある。こういったcultiv 

の同定といったことは大変棋味深いが、ま

パニカムもプラキアリアも単為生殖（アポミクシス）をおこなう。イギリス、フランス、オ

ランダ、アルセンチン、ブラジルか参加して、プラキアリアにおけるアポミクシスのメカニズ

ムを解明しようとする研究がスタートした (l9 9 3年,.._,1 9 9 5年）。今年 (l9 9 4年）

9月に、ブラキアリア、アポミクシスのワークショップがコロンビアCIATでもたれるそう

である。

また、 APONET (Apomixis Network) が 19 8 7年に結成され、ニュースレターを発行

している。当研究センターの牧草育種担当の女性研究者 2名も参加している。アポミクシスの

メカニズムを解明することによって、例えば、 トウモロコシの リッドにアポミクシスと
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じきじきの案内で、カンポグランデ郊外の肉牛農場を訪間した。こ
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ぐ去勢をする。しかし、除角はしない。

3)パンタ

AP) 

ンター (Centro Pesquisa opecuaria do Pntanal/CP 

パンタナールは、パラグアイ川上流域の低地で、サバンナ章原が広がっているが、かつ、世

界で最大の氾濫原 (floodp I a in) でもある。ボリビアとパラグアイにまたがっているが、約 8

0%、すなわち 14万平方キロがプラジル領内にある。アマゾン森林地瞥やセラードサパンナ

地帯とも連続している。この地域は、生物学的に非常に多様で、約 80種の哺乳動物、 35 0 

種の鳥類、 25 0種の魚類、そして数千種に及ぶとみられる植物（わずか 1,5 0 O種ほど

されたにすぎない）などがあると言われている。
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れており、夏季（雨期）には、パラグアイ川の増水とともに、非常に広い範囲が水没する。そ
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パンタナールにおける牧場の間発は 200年以上前に始まり、いま、ウシの飼育はパンタ
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ng rateは平均 3.6 ha/頭ほど。ただし、水没するところでは一年をとおして飼うことはでき

ない。非常に粗放な飼育方式である。分娩率は約 55%で、離乳率は約 45%。産まれて lヶ

月のあいだの死亡率が高い。初回分娩はおよそ 4歳で¥生産は l0歳前後まで。管理といって

も、産まれた子牛のへその緒の処置と去勢、年に 1~2回、牛群を追い集めての頑数、健康の

確認、烙印、ワクチン注射などを行うくらいのもの。分娩はおもに 6月から 10月にみられる。

8月がピークである。飼料基盤は自然の植生の草地で、塩類の補給をするだけ。乾期には雌兄、

草質とも低下するため、栄養状態は著しく悲化する。こうした乾期には粕蜜・尿素プロックの

補給が脳められるのではないか。一方、雨期に人り、河川が氾濫すると放牧面積は著しく限ら

れる。パンタナールの 1I~3 の地域がかなり深し となり、牛群を移動させなくてはならなく
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る。このため、過去 20年に水没しないところの関発が進んだ。ウシでは卜眼肢部が浸かる＜

らいの水位であれば放牧を続けても間題ないと言う。ただし、これ以上深くなって、牛群の移

動が遅れると、すべてを失ってしまうことにもなりかねない。

ウマはパンタナールでは牧場管理や交通手段として欠かせない。全部で 50万頭ほどいる。

いまはずいぶん少なくなったと言うが、パンタネーロと呼ばれる在来（？）馬がいる。パンタ

ールの自然に大変よく馴化しており、水中に潜ってでも草を引きちぎり食べることができる

うである。 トリパノゾーマや伝染性貧血が間題になっている 3

水牛はこうした地域に適しているようであるが、大水の時すぐにいなくなり、容易に野生化

するため、あまり好まれないと言っていた。

パンタナールでは、とくに低地を取り囲む高地での森林伐採と牧場や農地の開発が土壌の流

亡等を引き起こし、この地域の自然に大きな影響を与えていると言う。広い地域がこうして運

び込まれる砂質土壌に覆われており、その層の厚さは数百mにもなるそうである。したがって、

ミネラル類に乏しい。このほか、石灰の蓄積がみられるところや、鉄分の蓄栢が著しいところ

もある。

パンタナールでの牛群の改艮は、雄牛による。自然交配では、だいたい繁殖雌牛 10,....., 2 0 

頭に雄牛 1頭の割合だそうである。したがって、地域全体では非常に多くの雄牛が必要になる。

この地域で生産、選抜される雄牛だけではまにあわず、外部地域からも入れてくる必要かある。

しかし、きわめて劣悪な条件のため、同じ品種でも、外部地域から入れたものは十分に適応で

きず、往々にして死にまで至るという。研究センターでは、厳しい条件での雄牛の育成におけ

る「遺伝」 （能力）と「環境」 （自然）のかかわりについて研究を実施している。改良草地で

高い能力を示す雄牛も、劣悪な自然草地で良いとは限らない。

センターでは、リモートセンシングにより、パンタナールの範囲、土壌特性、森林分布、農

業利用（おもに牧場として）、環境破壊（エロージョン）の状況などを示す地図を作成中であ

る。パンタナールの面積は 140,000平方キロであるが、このうち国立公園として 1,3 5 

0平方キロ、保全地域として 35 0平方キロが指定されているにすぎないそうである。残りは

私有地とのこと。

一つのLab.では、パンタナールの土壌ーーおもにミネラルー一分析を行い、ウシの栄養との

関連を研究している。一つのLab.では、パンタナールの植物 (flora)の採集、特徴記載、分類、

登録、整理を行っている。動物の飼料用、人間の医薬用など、重要な資源が非常に多いが、ま

ったく手が回らないと言う。また別のLab.では、野生動物の資源調査（どれだけ生息している

のか）、繁殖調査（毎年どれだけ繁殖するのか）、生態観察を行っている。確認した生息数（

推定）は、カピバラ 60万頭、湿地シカ 2万頭で、ワニ（ジャカレアと呼ぶ）はいま調査中と

か。さらに魚類の調査も行っている。こうした生態系の研究をとおして、パンタナールの保全

と利用をはかることが目的である。

まる一日をかけてパンタナールを案内してもらった。といってもごく一部であるが。とにか

く広い。現地でのエコシステムなどの研究には車、とくに四輪駆動車が絶対必要である。乗せ

てもらったのはオンボロ車であったが、幸いエンストもなかった。予算が不足しており、こう

した車の更新さえも難しいと嘆いていた。とにかくパンタナールの自然の豊かさには魅せられ

た思いがする。いま世界的な話題の「開発」と「環境」に対して、パンタナールはまさにピッ
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示す、不毛の地とされ、未開

建設されてからセラード地域の

ける自然資源の適切な利用をとおし

設立された。スタッフは全部で 51 7人。うち、研究者

ブラジル中西部を中心に広がるセラードは、面積

の 20%以上である。このうち、耕地は 10 0百JJい強、草地と

弱である。一般概況を述べると、気候は熱帯あるいは叫熱帯に属し、雨期と

地下水脈は豊富c 十壌は風化か著しいため養分に乏しいが、地形はなだらかな

械化が可能で、ブラジルの重要な農業地帯として開発が進められてきたc これにともなって

、経済のインフラの整備も進んだ。こうしたセラード開発の大きな間題点どして、既

たとおり、

・セラードの自然に関

必要があるとのこと。

・降雨が非常に不規則である一一年降雨鼠は 1, 5 0 0 mmとかなりあるが、降雨は 10 

月から翌年 4月までの雨期に集中、 5月から 9月の乾期にはほとんどない。雨量は北部

ほど多く（雨期が長く）、東北部は少ない（乾期が長い）。

・上壌が非常に痩せており、しかも生産システムが適当でない一一例えば大豆の

（トソ/ha) をみると、セラードの平均は 2.0。一方、優秀農家は 4.0、研究セ

は5.0。 トウモロコシの生産（トン/ha) をみると、セラードの平均は 2.0。一方、優

秀農家は 7.6、研究センターは 10. 0。これらはセラードにおける一般の生産水準が

低いことと、同時に改良の可能性が非常に大きいことを示している。

セラードにおける農業生産は、 19 7 5年頃から面積の拡大以上に大きく上昇してきた。研

究センターの設立による農業技術の進歩、普及がセラードにおける農業開発におおいに頁献し

てきたと、彼らは言う。

当研究センターの研究プログラムは次の 3つに整理されている。すなわち、資源評価、資源

の利用と管理、生産システム。これらはそれぞれ相互に関係をもっている。

・資源評価ーーセラードにおける自然資源、社会資源の評価を行い、地域の特性に適

した農業開発に必要な知識の蓄積をはかる。土壌、植生、気候、水、鉱物、農業、農村、

市場など。

・資源の利用と管理一ーセラードにおける農業開発で障害になっている間題を取り

げ、その解決をはかる。脊薄な士壌、不規則な降雨、不適当な品種、エロージョンとい

ド しかし、

L ＇ 
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- (1)セラード
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明瞭た
a
 ヽ

な機

る知識がま いー一士壌地 、植生地 る
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、 1, 0 0 0 haの草地に 1,000叫の

1 9 9 2年には、 48 5 haの

1 , 0 0 0頭の マスキ
- L.、

• I頭/haに上昇。草地ははじめプラキアリ：八

て菫要なものは大豆、 トウモロコシ、コメ、ソ

. 0) 

ムなど。牧亨と

fertilityの向上を図り、かつ、

と言う。

シロアリなどをコントロールできるよ な

(Animal Production) の研究の柱は次のとおりである。

・飼料作物の評価、選抜 (Forage evaluation amd solncti 

・草地迩成 (Establishment of grassland) 

・荒廃草地の回復 (Renovation of degraded pastures) 

・草地の利用、管理 （じtilizationand management of pasture 

・家斎の管理 (Animal management) 

・ファーミングシステム (Farming systems) 

これまで評価した牧草は数千にのぼるという。そして、これまでBracliiariabrizantha、An

dropogon gayanus、Panicummaximum、Stylosanthesguianensis、Stylosanthesmacroccphal 

aなどを開発、公表してきた。

そのほか、連続放牧と 2牧区交互放牧、多牧区輪換放牧の比較などの放牧試験、雌地へのマ

メ科草の導入やプロテイン・バンク (proteinbank/マメ科草のみの牧区）に関する試験、異

なるリン (P) ソースの比較試験（コストや利用率が大きく異なると言う）、雌牛の繁殖の向

上をねらった子牛の早期離乳に関する試験などを実施している。

セラードでは乳牛の飼養が増加している。当研究センターの乳牛センターを訪間した。この

センターは、農民に乳牛に対する関心をもたせるとともに、地域における牛乳の供給を閏める

ことを目的として設立された。現在、約 50頭の乳牛を飼育している。品種はホルスタイン種

のみ。 1乳期の乳量は 6, O O O ,.__, 7 , 0 0 O kgだと言う。非常に裔い水準である。標高が約 1

, OOOmの高原にあるとはいえ、そこは熱帯である。農家のレベルが非常に低いことも考えあ

わせると本当かと疑いたくなる。とにかく、飼料は、コーンサイレージ（尿素添加）の通年給
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していると言うことでめつ
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リア市『J)

試験場で、

ム（うち 8人は留学中）で

受精卵、

う。その

ことであるも

のものの価格は変動か大きいのに比べる

（ブラジリア郊外）に分かれて

あったか、研究者から説明を受

ログラム」を推進してい

のものの保全、および船家畜の追伝資

である。

国内において、ウシやウマ、ヤギなどの精子、卵子、
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s.、Ph芦 D.コース） 体 係 々への技術移転も重要

と っている。

ブラ ル銀行、 、FAO どから を得ている 、まだま ではないという

ごとであった。

6) ンター (CotroNacional de Pesquisa de Hortalicas/CNPH) 

今回、当初予定にはなかったが、野菜研究センタ-ーの所長が

ンターを訪間した。所長から研究センターの活動の概略の説明

ヽたいということで同研

け、 Lab.を見て回った。

研究センターは、プラジリア連邦区にある。所長はDr.Ruy Rezende Fontes氏。着任して 2

ヶ月になると言う。スタッフは全部で 26 0人。うち研究者は 48名 (Ph。D.2 2名）。特

定作物に限定された研究センターとは違って、当研究センターは、研究の対象とする野菜の種

類が非常に多いため、研究の課題もこれまで非常に多かったが（種類別に、分野別に）、

、組織再編にあわせ、課題を整理し、より総合的、効率的な対応がとれるようにしたいと

う。例えば、 トマトの研究は、潅漑、栄養、病理などの分野をまとめて推進するそうである。

研究センター設立の大きな目的は、野菜の種子の生産を促すことだったそうである。設立当

時 (19 8 1年）野菜種子は 70%が輸入されていたと言うが、 l 9 8 9年には 70%自給で

きるようになった (30 %が
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tional Development Agency (Cl DA)、フロリダ人学、ヘンガリー政府などがある。

ブラジルにおける主要な作物の生産を金額ベースで多いものからあげてみると (19 8 9 

、サトウキビ、オレンジ、ダイズ、キャッサバ、];\—'!-((1,0617J トン/2 4俯 9,1 6 Iカ
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となり、野菜は重要な位懺を古めている。

スで、 トマト、バレイショ、タマネギ、ニンニク、

カンショとなっている。

野菜の輸出は、 トマト、メロン、タロイモ、ショウガ、ピーマンなど (1,000トン以卜̂ の

も の /1 9 8 8年）。輸入されている野菜は、ニンニク、エンドウ、レンズマメ、ヒョコマメ

など (1,000トン以上/1 9 8 8年）。種子や秤芋の輸入金額もまだ非常に大きい。

ラジルにおける野菜の泊費量は、一人当たり 50キロ／年ほど摂取する層がもっとも多い

(9 5 %以上が生のもの）。しかし、日本 (l6 0キロ）に比べるとまだまだ少ないと言う c

ブラジルの野菜生産は、規模が小さく、分散しているのが特徴だそうである。生産性は低く、

生産コストは高い。コストを押し上げている要因として、種子や種芋の輸人、多い農薬の使用、

機械化が未発達なことなどがあげられる。さらに、時期々々の需要に対する供給が、天候の変

動や流通システムか未整備なことからタイムリーに進まず、価格の大きな不安定要囚になって
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と、セラード

セラードほど高く

-r 
I... 

な

・乾燥農業 (Dryfarrni 

している。

コーン、ビーンズ、ソルガム、キャッサバなど レ，｝

(Animal producti 

• 森林および天然資源 (Forestryand natural resources) の保全、利月l。

家雀生産プログラムでは、肉牛を対象に、その牛産性の向上を目的としている（東北部で

乾燥に強いヤギが重要であるが、経済的には、やはり何と言ダ,)てもウシが重要な家畜である）。

とくに間題は長く、厳しい乾期にある。 7ヶ月、あるいはそれ以上に及ぶ乾期には、カーチン

ガと呼ばれる自然植生の潅木さえもほとんど落菜する。この地域でもっとも退要な牧雌はフッ

フェルグラスBuffel grass (Cenchrus ci I iares) という、アフリカから人ってきたイネ科草で、

非常に乾燥に強いそうである。とはいえ、これも乾期が長くなると枯れ上がる。このため牧且

以外の飼料資源の閲発、確保か重要な課題となっている。イネ科やマメ科の乾は（乾草は作り

やすい。簡単な試作ヘイ・ベーラーで乾雌を角型に梱包していた）、サボテン（カクタス）の

—: B--
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。これもdry

白 (CP) 
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しふ歪ぅ令

゜こ

をつけて燃

より

storage in situ) 

(DM中 l8,..,_,2 011/o) があるが、乾期にげ、立ち

白 (CP) 含鼠は 2-:3% (OM中）に低ドする。

うは、ルキナなどの蛋白の豊富な飼料を補給する。 Buffel

で、

ることも重要な課題だと言っていた。

く伸ひるため（植えて 4ヶ月で lm以上に

めに、

゜こ

る）、

3 5 % (DM中）と高い。雨期にはBnffel grassで十分なため、

とっておく。すなわち、雨期に茎葉を刈り取って、，乾燥し、保存し

いるとBuffelgrassだけで飼料は不足する。まず、ルキナの牧区にウシ

させる (proteinbankとして）。これがなくなると、乾燥、

の後は、サボテンやそのほかの資源を確保、給与

としても利用できるそうである。ところで、訪間した

けが青々とした茎葉をつけていたのに対して、

これはbordereffectと言って、牧柵沿いの木

だと言うことであった。乾燥の厳しさを見る思い

ンカとBuffelgrassを利用する。 Buffelgrassには

乾期になるとRuffel grassとともにルキナ、サホテン、その他

虫 虫）かいる。このため、他の種類の牧はと比較試験を

いまのとごろBuffelgrassに勝るものは見つからないと言う。 Andropogonも嗜

メだそうである。

Buf fcl grass種の中でも比較試験を進めている。この研究センターには 12 0のvarietyがあ

ると互う内このうち、実際の放牧まで評価を終えたのは 10ほどにすぎないそうである。乾燥

と病虫害抵抗付が凧要な評価項目である。 Buffelgrassの草地ではcvAmericanoとCV Bi 1 
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している。例えば、カーチン

レ:J
 

り として勝ると昌・ ぅ

storeできる

ンの研究を実廊中であった (FAOプロッシェクト）。サボテン 9ふヽ

一つのforageと二われている。もちろん、飼料として利用するものはト

レージを比較したところ、雌牛の発育に差かなか

ィヽ
今； う。

ンの

るところは 40万ha

リ ン 合 嵐 し

＼。ふつう、

ン

watr,r harvestingの

ベースからでてくるprimary部分を

できる。 目標は l1トン/ha/2

どと間作 (intercroppi

土地の利用性は高まる。マメ

ウオーター・ハーベスティン

畑に輻のない条畝と条溝を

らに 2m毎に

作物

ビーンズ、ソ
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~
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ている（ポルトガル語でスルコバハト'SulcoBarradoと言う）。

また、果樹の畑では、アンダーグランド・ダムと昌-って、小

手を作り（高くはない）、さらに畑の中は条溝をきざんで、

に溜まるように工夫しているヘ

さらに、木のまわりに半径 lmほどの小さな

由の傾斜によってはその円0)一方を開いて

一方、潅漑地の農業は上述のものとは異なる。

r
 
""" ヽ

コトン

るが、

、例

る。

の畑全体を

り

をつくつているのも見か

を作っているのもあっ,'-0 

さ

し

文
し

り囲むよう

まり、

あるいは

サンフランシスコ川渓谷開発公社 (CODEVASF)がこの地域で潅漑プロジェクトを推

進してきた。現在、数ヶ所で実施中だと言う。ペトロリーナには 10 JJha<J)潅漑地があるそう

である。当研究センターも灌漑圃場 (irrigatedfarm) をもつ。川から 1km弱のところにあっ

た。

潅漑水の利用は、ポンプ、電気代等、かなり経費がかかると言う。

潅漑地では、飼料作物としてエレファントグラスを栽培しており、より集約的なウシ（おも

に乳牛）の飼育が行われている。研究センターではこの作物の刈り取り給与方法や超集約的

放牧方法を試験していた。同様に、ルキナの栽培と利用についても試験していた。

潅漑地の乳牛農家を訪固した。面積は 20 ha と、広くはない。ウシは全綿で ~j 0 

料作物として、エレファントグラスとサポテンは胄刈り給与、ソルカムはサイレー

泌乳中のウシ（約半数）には人豆粕や綿実粕、オートムギなどを補給している。

タインおよびその雑種で、雄牛としてホルスタインおよびギルを飼っている。

日あまり。 1 乳期で ~3 , 5 0 0 kgが最高とか。生乳を町に出荷するほ

いると言う。このほか、 Vignabeans、スイカ、ココナツを

ほど。

調製。

ルス

1 0キロ

ズも作って
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当研究センターには次の 6つの
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当研究センダーは、プラジル北郊パラ州の州都ベレン

d science、method1ogy、, technologyを担当していると言う。

で 18 8名で、このうち 25°/4JがPh営 D.、 60 
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プログラムがある。

・天然資源と環境 (Naturalresources and Environment) 

＊森林 (Forestr 

rop producti 

・家畜生産 (Animalproduct 

とバイオテクノロ (Genetic resources and Biotechnol 

・アグロ・インダストリー (Agro-industr

研究センターの家畜生産の研究プログラムの中心は水牛であった。一つの水牛センターで

飼われている品種は、ムラー水牛。乳と肉の生産を目的としている。水牛はアマゾン流域でも

っとも直要な家畜である。深水ではウシは飼えないと註う。雌は 60 0kg以上になる。搾乳は

1日2回で、乳鼠は 2,O O O ~ 3, 0 0 O kg/年ほどでる。発育は艮好で、雄（去勢ではない）

は 2年で 50 0kgになり、屠殺する。水牛とウシで肉にとくに区別はないそうである。むしろ、

水牛の方が脂肪が少なくて健康に艮い（低コレステロール）と言う。水牛の性質は大変おとな

しい。研究センターでは人工授精を実施。発情は、乗駕しても挿入できないようにペニスを曲

げた雄牛で確認している。また、雄牛はprogenytestを実施して、種牛を選抜している。稟部

アマゾンには全国の水牛の 50%が飼われているむしかし、実際にはウシの頭数の方がはるか

に多いのだが、研究センターではウシの研究はあまり行われていないように見受けられた。

牧草はPanlcummaximumが多いそうであるが、湿地とはいかないまでも、水にぬかるむ様なと

ころ、ジメジメしたところにはBrachiariahumidicolaが適しており、大変重要な牧草であると

う。 EchinochloapyramidalisやBrachiariaradicansは湿地に適しているそうである。クズ

Puerariaも良いマメ科草であるとはっていた。

研究センターでは、水牛は草地だけで飼行していた。よい草地だと発育も速いと言う。口蹄

ー：¥Ci-
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いう（何に？）。それから、野鳩による

ロイラーのファームおよ

2位の鶏肉生産を誇っている。北郎でも

、低コレステロール

間題に

7, 
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と養鶏の町。胡椒は

中 し
/
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したヨーグルト

。 20 (¾)も

っている。
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低迷の

さらに走って、

くの池をもっ3

ローレ

l「l

試験的に作っ

ってい

ラジルは USAに次いで世界第

拡大してきていると言う。鶏肉は、

いるため国内での消費か急速に伸びて

いる。

ーのほか、肉牛ファームや乳什―ー：ファームも見学した。 Brachiariahumidicolaの章地は緑が濃

く、美しかった。このほかエレファントグラスを刈り取り給りしていると ;Jう。混播章地での

マメ科雌の維持、管理は大変難しく、マメ科草はイネ科臼との競合に負けてすぐなくなるとい

うことであった。肉牛ファームでは、ゼプー（ネローレ）にサンタガートルディス、キアニ

(Chianina イタリア）、シンメンタールなどを交配していた。乳牛ファームでは、ゼブ一種

（ジル、グゼラなど）とホルスタイン種の交配を行っていた。
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50% 

ウシに関連した

・草地改良：

等）等

・飼料資源：

・家雀改良：

・飼養管理：

等

・家畜疾病：

正

・零細・小規模農民への技粕的支援：

占めているとされ、

不利な立地にある

と

・ポストハーペスト： いろいろな指標

かも、

ご
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品質の高い製品を作り出す技術関発への期待か大きい。この

ばかりでなく、ポストハーベストや食品の加工利用など

さらに、品質の高い製品の生産には原材料の評価システム

に反映し、農民のincentiveを生み出すことにもなる。

研究課題とし~'

牧草育種、害虫防除、雑草抑，いヽ

飼料作物等、未利用飼料資源、処鯉・

在来品種、外来品種、能力評価、交配方式、

とくに乾期／冬季の管理、飼料・

口蹄疫、その他主要疾病の対策

• 生物資源： アマゾン、パンタナール、自生植物、

利用開発等

• 生産システム： 牧草ー作物システム (pasture-cropsyst 

rn) 

J l CA事務所を訪間し、 JI C Aプロジェクトの現状について

EMBRAPAがかかわっている JICA技術協カプロジェクト

実施中のもの

ブラジル野菜研究計画 ('87.8,,...,'92噂 8

野菜研究センター

マゾン農業研究協力 ('90.6"'-''94幼 6)

東部アマゾン農林研究センター

計画中のもの

セラードにおける農業開発（環境保全型農業）

セラード農牧研究センター

南部における温帯果樹（ナシ、リンゴの導入栽培）

I/] 
l/  

でヽ

マメ

をうかがっ

のとおりである。

、と

ま、

であり、

ある。

評価、

ley farming systc 

現在、
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プラジ

Iぷ,-

広大な p

i

 

i
ーだ

6

、
AJIj 

いる。

写真 2

プラジル南部。大規模牧場。草地の一部で水稲を

栽培。等高線に沿って溝を切り、苗がある程度大

きくなったら水を引く c

写真 3

プラジル南部。農家。数十haの土地で、飼料作物

を作り、乳牛を放牧している。機械類はあまり 1叫

有せず、畜力を利用するか、あるいは人手で作又

をこなしている。

4 

肉牛研究センターの牧草のブリーダー。それぞれ

パニカム（左）とブラキアリア（右）を担当して

いる。



尤
d

5
 

である

けるて

iよ、 （こ↓)i'

写真 6

ブラジル中西部。大規模牧場。代表的な品種のネ

ローレ。

写真 7

ブラジル中西部。大規模牧場。バーベキューを況：

しむところ。ビールを飲みながら談笑。

写真 8

ネローレの若い雄牛。ブラジルの最も代表的なウ

ミ
ノ。

-44 -



写真10

パンタナールのサバンナ草原の風景。

写真12

パンタナールの草地。ウシに塩を補給。このよう

に砂地のところが多い。

-45 -

， 
パンタナールで見かけたカピバラ。水辺を好む

かなり している。

写真11

パンタナールでの肉牛（ネローレ）の移動。ガウ

ーショがウシを集め、誘導。



写真14

プラジル東北部。カーチンガでよく見られるマメ

料潅木。

写真16

ブラジル東北部。サボテン。乾燥した

要な飼料である。

-46 

タナール ウマはここではきわめ

る。

ブラジル東北部。乾燥に強いブッフェル・グラス

の草地。



ブラジル か｛｝たウシは

c
 

っ

｝ょーヽしヽ

写真18

プラジル東北部。よき働き手のロバ。

東部アマゾン農林研究センターの ンター c

写真20

プラジル北部。養殖のタンバキ。雑食で、

を食べる。 1年半で 3キロほどになる。
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